
                  
 
 202１年 4 月、今年度も新人研修が始まりました。4 名の助産師と 4 名の看護師が新たな仲間です。 

4 月 1 日は多職種合同の研修。4 月 2 日から 7 日まで看護部の研修が行われました。 

 

 

 4 月 2 日(金)  看護部オリエンテーション 

        接遇 

        院内防災システムと災害時の心得 

        院内オリエンテーション 

 4 月 5 日(月)  看護記録と看護支援システムについて 

        電子カルテ操作練習 1 

        各部門の概要 

 4 月 6 日(火)  電子カルテ操作練習 2 

        BLS 

        これだけは知っておきたい! フィジカルアセスメント 

        きちんと手を洗えていますか？ 手洗いチェック 

        目指す看護師像について 

 4 月 7 日(水)  モデルを使って看護技術の実践! 薬剤ミキシングの方法 

        点滴・注射の基本 点滴ラインの準備 

        輸液ポンプ・シリンジポンプの取り扱い 

        医療ガスの取り扱い 

 

       

        

2021 年度新人研修 

接遇 正しい聞き方 

電子カルテ入力 

 

BLS 

倒れた人の呼吸確認！ 

先輩が優しく 

指導してくれます 

研修プログラム 

研修の様子 



          

           

 

 

 

 

 

   

             

静脈留置針挿入練習 

酸素ボンベの取り扱い 

酸素も怖いんだ! 

目指す看護師像について 

グループワークしました! 

バックバルブマスク

って難しい 

緊張する～ 

シリンジポンプ 

確認！確認！ 



  

 

  

 

 看護部での新人研修が始まり、徳島市民病院の新人看護師としての基本を学ぶことができたと感じた。 

 「思いやり・信頼・安心」という理念を忘れずに新人研修や病棟での業務を 1 年間学びたいと思うこ

とができた。 

 接遇について、改めて自分の立ち居振る舞いや言動の一つ一つが病院のイメージと直結することを感

じ、背筋が伸びる思いであった。 

 看護部の方々が「力を抜いていいよ」「何かあったら言ってね」など優しくお声かけして下さり、緊張

が和らいだ。 

 電子カルテ入力トレーニングでは、覚えなければならないことがたくさんあり、不安になった。少し

でも頭の中を整理して復習していきたい。 

 各部門を実際に見ながら説明を受けられたことは、とても良かった。 

 放射線科、臨床検査科、薬剤部、中央材料室、物品管理業務など多職種が連携して病院を支えている

ことを学べた。 

 新人はわからないことが多いが、「新人には周囲に聞く特権がある」という意見を聞いて頼ることへの

勇気がわいた。 

 BLS は、院内で発生した場合をふまえた内容だったのでとても勉強になった。 

 フィジカルアセスメントについて「いつもと違う」という気づきが大切だと学んだ。 

 自分の手は想像以上に汚かった。 

 酸素ボンベも一つ間違うととても危険であり、普段から注意することの大切さを学んだ。 

 実際に人に針を刺したのは初めてであり、緊張したが指導の方が常に隣で細やかに指導してくれて安

心感があった。 

 実技を行うことで知識が深まった。 

 グループワークを行い、文字におこすことで、目指す看護師像が具体化した。 

 グループワークをすることで距離が近くなったと感じた。今後もグループワークの機会がほしい。 

          

    

新人アンケートより 


